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域をつなぐ ～今を語り合う｣ を開催し､ 参加
者がナラティブ・アプローチを用いた実践や研
究を振り返り､ 今後の展開について語り合う機
会となった｡ 各ワークショップの内容について
は､ 本学会誌をご参照いただきたい｡
各ワークショップには､ 20人前後の方が集ま
り､ それぞれのテーマで､ 活発なディスカッショ
ンが展開された｡ 参加者の皆さまからは､ ｢刺
激になった｣､ ｢わかりやすく実践的であった｡
着実に目の前のことから始めていきたい｣､ ｢自
分のアンテナに触れた語りのみ分析していたの
ではいけないと感じた｡｣､ ｢ナラティブから人
材育成まで深い語り合いができた｣､ ｢連携・協
働の真の意味が伝えられる活発な意見交換がで
きた｣ などの意見がよせられていた｡
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